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■会長の時間 会長　奥橋　園子
今後の予定
  本日は厚木中央ＲＣ松本豊会長による卓話で「地区補助金を活用した海
外での奉仕プロジェクト（ラオスの小児病院看護環境改善プロジェクト）」です。
ロータリーの友２０２０年１２月号をご参照ください。４月１６日は休会となります。
４月２３日は相模大野例会です。場所は「かつまさ」です。４月３０日と５月７
日は休会となります。ＩＭが４月１３日土曜日１３時よりけやき会館で行われます。
また４月２１日日曜日には横須賀で地区研修協議会が行われます。４月２７日
は相模大野駅周辺ゴミゼロ運動に参加します。５月１２日および１３日で鹿屋
西ＲＣへの訪問があります。５月１２日に橋本ＲＣの創立１０周年記念式典が
行われます。６月６日に予定されていた合同例会には相模原南クラブは欠席
することとなりました。それに伴い振替休会とされていた６月１１日は昼例会を、
また、５月２１日の夜間例会は昼例会となります。地区から台湾東部地震へ
の義援金の養成がありました。後程案内を差し上げます。

本日の会長の時間は、３月２９日から４月１日に行われた国際青少年交流事
業の報告第２弾です。
到着翌日３０日は、朝９時に集合して、まず最初に済州自然史博物館を訪問
して、済州の歴史や生息している動植物、水生生物について勉強しました。
済州の古代の様子は日本とほぼ同じでした。日本の古代の竪穴式住宅より
使われてきた屋根材は茅葺きですが、済州もほぼ同じです。ただ風が強い
ため、風で飛ばないよう編み込んだ藁で押さえていました。また風よけの石垣
も必須だったようです。博物館周辺は、ソメイヨシノが満開できれいでした。
そしてそのあとが、７０分のトレッキンング…中学生は楽勝でも大人は地獄…
山田修会員　スーツ　革靴　ビジネスケースで、ご苦労様でした。
お昼は、鳥のしゃぶしゃぶと鳥１羽の丸焼きをいただきました。香辛料が苦手
な中村辰雄会員は、しゃぶしゃぶスープは薄味でおいしかったそうですが、丸
焼きは見た目がグロテスクで食べられませんでした。午後は、ゴーカートとサバ
イバルゲーム　いわゆるサバゲーです。大人でゴーカートを体験したのは、大
二郎会員と山田会員。結構楽しんでいらっしゃいましたが、ヘルメットなし…
危険を伴っています。サバゲーでは、弾が顔に当たり、はるま君が負傷しました。
そのほか身体に弾があたり、数か所発赤していました。済州の中学生も含め
て身体に発赤や傷ができた子供たちが数人いたようです。この施設は、結
構危機管理が甘いところがありました。私は先週お話ししたように、そのあと
日曜診療を行っている救急病院に付き添いましたが、ほかの方は韓国・済
州島の代表的な観光スポットである城山日出峰（ソンサンイルチュルボン）に
向かいました。城山日出峰は、標高約１８０メートルの水性火山体です。約５
０００年前の海底火山噴火によって水蒸気爆発が起こり、大量の砕石が噴
出したことでできた火山島。城山日出峰は、済州島を代表する景勝地とも言
われ、絶景が眺められる場所です。山登りを楽しむ観光客も多く、人気の
ハイキングコースとなっています。今回は、午前中のトレッキングで疲れはてて、
誰一人登らなかったと聞きました。病院から戻った私たちもこちらで合流し、
写真撮影することができました。そして夕食へ。民俗村はすでにしまっていま
したが、向かいのお店で豚のプルコギをいただき、バスに１時間半乗ってホテ
ルに帰りました。
翌日３１日は朝８時半に集合し、セビョンオルム登山と、ロータリー奉仕ＤＡＹで
使用したロータリードンハルバン撮影でした。私は、はるま君の再診のため、キム・
ソンハ事務局長と開院前から、病院にならびました。月曜で病院は大混雑。
感染を避けるため、近くのセブンイレブンでおすすめの焼き芋と、甘い甘酒の
ようなお米のジュースと、クリームチーズが入ったかまぼこのようなもの？をいただ
きながら待っていました。幸い内出血のみで、問題ないと診断されたため、
車でセビョンオルムに向かいました。残念ながら…すごく残念でしたが（笑）。
登山はできず。ミカンジュースのみをいただきました。ちなみに済州はミカン栽
培が盛んですが、ほとんどすべてが日本のミカン＋デコポン等ということでした。
そのあと、引き潮の竜頭海岸を１周。最後は岩上りです。大変でした。お昼に、
ジャージャー麺をいただいた後は、遊覧船でチャギ島にわたり、韓日クリーン
活動を行いました。船着き場で売っていた焼きたてのするめが、とてもおいし
かったです。チャギ島は無人島ですが、外海のため何度掃除をしても中国
からゴミが流れてくるそうです。またまた３０分以上ハイキングの後のクリーン活
動です。足場の悪い海岸でのクリーン活動ですが、中学生たちは元気です。
私が一番フラフラで歩くのがやっとでした。船で戻ってから、チョンスリ餅づくり
とマグカップ作りをしました。チョンスリ餅とは済州島独自のお菓子で、そば粉
のクレープに、ごま油で炒めた大根を包んでいただきました。美味しいのです
が、食べ続けて満腹です。マグカップの絵付けは、参加者のお互いの名前
を書いたり、素晴らしい日韓交流となっていました。夕食は焼き肉です。前回、
インバウンンドに参加し高校生になった済州の子供たちも合流して、楽しい晩
餐となりました。そのあと済州の子供たちがアシストして、日本の子供たちはロッ
テスーパーやオリーブヤングでお買い物を楽しみました。特に日本語が上手な
済州の中学生がいましたが、日本語は日本のアニメで覚えたそうです。
本日は、ここまでで続きは第３弾でお話ししたいと思います。

■幹事報告 幹事　江田　昌弘
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■本日のスマイル  20,000円
■累　　　 計 720,603円
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出　席 欠　席出　席（％）合　計メイクアップ
前々回

第 2503 回   4月   9日

第 2501 回   3月 26日

□出席報告：出席委員会 4月9日
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　３月２６日（修正）完全欠席＝市川、一ノ瀬、大野、小方、三枝、澁谷(直)、鈴木(晴)、中山、松山、若林

会報委員長  鈴木（昌） 担当委員　中村（文）　鈴木（昌）　長瀬　小方　小川　柏原　桑田　三枝　須坂　鈴木（雅）　竹村　中村（辰）　松井　松山　宮崎 森泉 

■本日のビジター 松本　豊 様（厚木県央RC会長）　半場　慎一 様（第2580地区・ロータリーの友地区代表 東京新都心RC）

■本日のスマイルBOX
徳久　京子 君、若林　美佳 君、藤原　新一 君、小野田　勝弘 君、雫田　直輝 君、
足立　旬一 君、山田　修 君
★厚木県央RCの松本会長、本日はようこそお越し頂きました。卓話楽しみにしております。
三枝　富博 君
★４月６日青少年交換留学生奉仕の会に出席しました。２日間の京都研修についての発
表があり、白石稟さんは、研修を通して（外国人留学生との）固定観念をもってはいけ
ないこと、平和と人権について意味ある内容の発表をいたしました。
杉﨑　信一 君
★本日、所用により早退いたします。
足立　旬一 君
★４月１９日は、妻あかねの誕生日です。プレゼントありがとうございます。

松本 豊 様
★本日は貴重な例会行事のお時間を私の卓話にいただきどうもありがとうございます。い
つもお世話になっております大谷パストガバナーのクラブさんでの卓話をさせて頂き緊張
しておりますが、ご参考になれば幸いです。
奥橋　園子 君、江田　昌弘 君
★厚木県央RC松本豊様、本日は卓話よろしくお願い致します。東京新都心RC半場慎一
様ようこそいらっしゃいました。お楽しみください。
大谷　新一郎 君
★足もと悪い中、半場様、そして本日卓話を心よくお引き受け頂きました松本様、本クラ
ブへお越し頂きありがとうございます。本クラブを短い時間ですがお楽しみ下さい。
中村　辰雄 君
★東京新都心ロータリークラブ半場様、大雨の中メークアップに来ていただきありがとうご
ざいます。楽しんで行ってください。
栗林　一郎 君
★東京新都心RCの半場様ようこそいらっしゃいました。厚木県央RCの松本様、本日
はよろしくお願い申し上げます。

　我々、厚木県央ロータリークラブは国際奉仕活動としてラオスの北部のルア
ンパバーンの県立病院の一角にある、ラオ・フレンズ小児病院への医療支援
を継続事業として行っております。本日の卓話では同病院への支援の切掛
けから、コロナ禍の真只中に実施した、地区補助金を活用した同病院の院
内農園への農業支援、そして今年２月１４日から４年振りに訪問して開催した
「ラオスの子供達に笑顔を届けるプロジェクト」について卓話をさせていただき
ます。
　まずラオ・フレンズ小児病院を支援する切掛けは、クラブの創立２０周年を
機にマンネリ化し一部の会員に負担をお願いしていた奉仕活動を見直し、新
たな奉仕活動に挑んでみようと考えた事です。そして国際奉仕活動に注目し
ましたが、クラブ独自ではなかなか難しくその時に、ラオスで活動しているＮＰ
Ｏ法人の赤尾和美さんの活動を知り、そのＮＰＯ法人を通じてラオ・フレンズ
小児病院へシリンジなどの医療支援から始める事となりました。同病院は無償
で子供達の治療を行っている施設で貧困国のラオスの子供達に心から手を
差し伸べている善意の施設です。そして２０２０年２月に同病院を訪問した際
に、施設を案内され最後に同病院の院内農園を案内されました。その農園
は病院が無償で診療するために、入院患者用の食材や市場で販売し費用
を捻出するためにスタッフが自ら耕作している農園でした。しかし全く機械化さ
れておらず、人力での作業のため収穫量や歩留りも悪く、また土壌もひどい
状況で何とかこの農園を活かす事で、病院のスタッフの負担を減らし収穫量
を上げる事ができないかと考えました。そしてクラブとして初めて地区補助金を
申請して配分決定をいただき支援をする費用を確保する事が出来ましたが、

■外部卓話　「国際奉仕事業　ラオス農業支援」　　　　　　　　　　　　　　　松本　豊様（厚木県央RC）
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あのコロナ禍となってしまいました。折角、配分をいただいた補助金により確
保した費用を何とか活用してプロジェクトを遂行すべく、現地の通訳のＶＩ君に
お手伝いをお願いし、現地にて機械や材料を確保して、施設の施工を病院
スタッフが自ら担い農園の機械化が実現しました。また補助金事業の会員が
参加しなければならないという制約をクリアするために、現地とリモートで繋ぎ
日本の農園で我々が実施した耕運機の操作指導の動画や、農園において
の作物の収穫のための指導を実施、クラブ会員が参加する制約事項をクリア
いたしました。コロナ禍により急速に発展したリモートのおかげで遠隔から事業
を達成する事が出来たとも言えます。
　そして、今年２月１４日からラオ・フレンズ小児病院を４年振りに訪問。補
助金を活用した院内農園の施設や機械は大活躍している光景を確認し、翌
日は病院の創立９周年記念式典に出席。そして「ラオスの子供達に笑顔を
届けるプロジェクト」を開催いたしました。日本の昔の縁日の風情を基に、簡
単な手品、独楽やヨーヨー、シャボン玉、皿回し等、ラオスの子供達でも分
かり易く楽しめる単純な遊びを披露した後、子供達と共に楽しい時間を過ご
す事が出来、イベントは大好評のうちに無事終了いたしました。
最後にお伝えしたい事が多く、取り留めのない卓話となってしまったかもしれま
せんが、国際奉仕を実際に経験して感じる事はクラブ単独で頑張るだけでは
なく、ＮＰＯや現地の事情に詳しい団体とジョイントしながら進めていくが出来れ
ば、時間や費用の負担も少なく済むと思います。ただ、施しは甘えに繋がる
事も多いので、慎重に相手を選んで進めていく事が肝要かと経験した身とし
て申し上げます。

【横のページ】
●Ｐ７ ロータリーが守る！日本の動植物
相模原市にもカワラノギク・カザグルマなど希少生物を保護しているようです。今後のプロジェクトの
テーマもありです。
●Ｐ１９ 三浦ＲＣの会員増強の紹介です。
●Ｐ２３ 田島ガバナーが昨年１０月２４日のチャリティコンサートの紹介をされています。

●Ｐ３７　エバンストン便り
ウクライナでのロータリー活動や会員が増えていることなどが２２３２地区ガバナーより報告されています。

【縦のページ】
●Ｐ９　桂文珍師匠もロータリアンだったのですね。
●Ｐ１９ 友愛の広場
横浜港北ＲＣ　大野粛英氏は神奈川県歯科医師会「歯の博物館」館長でもあります。

担当 ： 松井　克之ロータリーの友4月号紹介


